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(57)【要約】
【課題】コンパクトスケジューリングをサポートする無
線移動通信システムで資源割り当ての稠密度を調節する
方法を公開する。
【解決手段】資源指示値（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｉｎｄｉ
ｃａｔｉｏｎ　Ｖａｌｕｅ；ＲＩＶ）は、一つのセット
の連続的な仮想資源ブロックの開始インデックス（Ｓ）
及び長さ（Ｌ）に対応する。開始インデックス（Ｓ）は
、ｓ＝Ｐ＋ｍＴ＜ＮＲＢを満足するｓから選択され、長
さ（Ｌ）は、ｌ＝Ｋ＋ｎＧ≦ＮＲＢを満足するｌから選
択される。このとき、Ｐ、Ｋは、予め決定された０以上
の整数で、Ｔ、Ｇは予め決定された自然数で、ｍは０以
上の整数で、ｎは自然数である。
【選択図】図１８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線移動通信システムで、ユーザ機器によってダウンリンク信号を受信する方法であっ
て、
　前記方法は、
　資源ブロック割り当て情報を含むダウンリンク制御情報を受信することであって、前記
ダウンリンク制御情報は、複数のユーザに対する共通情報である、ことと、
　前記資源ブロック割り当て情報から資源指示値（ＲＩＶ）を検出することであって、前
記ＲＩＶは、連続的な仮想資源ブロック（ＶＲＢ）の開始インデックス（Ｓ）及び前記連
続的なＶＲＢの長さ（Ｌ）を示す、ことと、
　前記連続的な仮想ＶＲＢ上で前記ダウンリンク信号を受信することと
　を含み、
　前記開始インデックス（Ｓ）は、第１の集合
【数１】

の要素であり、前記長さ（Ｌ）は、第２の集合
【数２】

の要素であり、
　ｍは、０以上の整数であり、ｎは、１以上の整数であり、ＮＶＲＢは、ダウンリンクシ
ステム帯域幅におけるＶＲＢの個数であり、Ｇは、２以上の整数である、方法。
【請求項２】

【数３】

である場合、前記ＲＩＶは

【数４】

により表わされ、そうでない場合、前記ＲＩＶは
【数５】

により表わされ、Ｘは

【数６】

により表わされ、Ｙは
【数７】

により表わされ、Ｚは
【数８】

により表わされる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＲＩＶを伝送するために使用されるビットフィールドの長さ（Ｎｂｉｔ＿ｒｅｑｕ
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ｉｒｅｄ）は
【数９】

により表わされ、
【数１０】

である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　Ｇは２又は４である、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記資源ブロック割り当て情報は、分散型ＶＲＢ（ＤＶＲＢ）の集合を示す、請求項１
に記載の方法。
【請求項６】
　無線移動通信システムにおいて使用するユーザ機器であって、
　前記ユーザ機器は、
　受信機と、
　プロセッサと
　を含み、前記プロセッサは、
　資源ブロック割り当て情報を含むダウンリンク制御情報を受信することであって、前記
ダウンリンク制御情報は、複数のユーザに対する共通情報である、ことと、
　前記資源ブロック割り当て情報から資源指示値（ＲＩＶ）を検出することであって、前
記ＲＩＶは、連続的な仮想資源ブロック（ＶＲＢ）の開始インデックス（Ｓ）及び前記連
続的なＶＲＢの長さ（Ｌ）を示す、ことと、
　前記連続的な仮想ＶＲＢ上の前記ダウンリンク信号を受信することと
　を行うように構成されており、
　前記開始インデックス（Ｓ）は、第１の集合

【数１１】

の要素であり、前記長さ（Ｌ）は、第２の集合
【数１２】

の要素であり、
　ｍは、０以上の整数であり、ｎは、１以上の整数であり、ＮＶＲＢは、ダウンリンクシ
ステム帯域幅におけるＶＲＢの個数であり、Ｇは、２以上の整数である、ユーザ機器。
【請求項７】

【数１３】

である場合、前記ＲＩＶは

【数１４】

により表わされ、そうでない場合、前記ＲＩＶは
【数１５】
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により表わされ、Ｘは
【数１６】

により表わされ、Ｙは
【数１７】

により表わされ、Ｚは
【数１８】

により表わされる、請求項６に記載のユーザ機器。
【請求項８】
　前記ＲＩＶを伝送するために使用されるビットフィールドの長さ（Ｎｂｉｔ＿ｒｅｑｕ

ｉｒｅｄ）は

【数１９】

により表わされ、

【数２０】

である、請求項６に記載のユーザ機器。
【請求項９】
　Ｇは２又は４である、請求項６に記載のユーザ機器。
【請求項１０】
　前記資源ブロック割り当て情報は、分散型ＶＲＢ（ＤＶＲＢ）の集合を示す、請求項６
に記載のユーザ機器。
【請求項１１】
　無線移動通信システムで、基地局によってダウンリンク信号を伝送する方法であって、
　前記方法は、
　資源ブロック割り当て情報を含むダウンリンク制御情報を伝送することであって、前記
ダウンリンク制御情報は、複数のユーザに対する共通情報であり、前記資源ブロック割り
当て情報は、資源指示値（ＲＩＶ）を含み、前記ＲＩＶは、連続的な仮想資源ブロック（
ＶＲＢ）の開始インデックス（Ｓ）及び前記連続的なＶＲＢの長さ（Ｌ）を示す、ことと
、
　前記連続的な仮想ＶＲＢ上で前記ダウンリンク信号を伝送することと
　を含み、
　前記開始インデックス（Ｓ）は、第１の集合
【数２１】

の要素であり、前記長さ（Ｌ）は、第２の集合
【数２２】

の要素であり、
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　ｍは、０以上の整数であり、ｎは、１以上の整数であり、ＮＶＲＢは、ダウンリンクシ
ステム帯域幅におけるＶＲＢの個数であり、Ｇは、２以上の整数である、方法。
【請求項１２】
【数２３】

である場合、前記ＲＩＶは

【数２４】

により表わされ、そうでない場合、前記ＲＩＶは
【数２５】

により表わされ、Ｘは
【数２６】

により表わされ、Ｙは
【数２７】

により表わされ、Ｚは
【数２８】

により表わされる、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ＲＩＶを伝送するために使用されるビットフィールドの長さ（Ｎｂｉｔ＿ｒｅｑｕ

ｉｒｅｄ）は

【数２９】

により表わされ、
【数３０】

である、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　Ｇは２又は４である、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記資源ブロック割り当て情報は、分散型ＶＲＢ（ＤＶＲＢ）の集合を示す、請求項１
１に記載の方法。
【請求項１６】
　無線移動通信システムにおいて使用する基地局であって、
　前記ユーザ機器は、
　送信機と、
　プロセッサと
　を含み、前記プロセッサは、
　資源ブロック割り当て情報を含むダウンリンク制御情報を伝送することであって、前記
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ダウンリンク制御情報は、複数のユーザに対する共通情報であり、前記資源ブロック割り
当て情報は、資源指示値（ＲＩＶ）を含み、前記ＲＩＶは、連続的な仮想資源ブロック（
ＶＲＢ）の開始インデックス（Ｓ）及び前記連続的なＶＲＢの長さ（Ｌ）を示す、ことと
、
　前記連続的な仮想ＶＲＢ上の前記ダウンリンク信号を伝送することと
　を行うように構成されており、
　前記開始インデックス（Ｓ）は、第１の集合
【数３１】

の要素であり、前記長さ（Ｌ）は、第２の集合
【数３２】

の要素であり、
　ｍは、０以上の整数であり、ｎは、１以上の整数であり、ＮＶＲＢは、ダウンリンクシ
ステム帯域幅におけるＶＲＢの個数であり、Ｇは、２以上の整数である、基地局。
【請求項１７】
【数３３】

である場合、前記ＲＩＶは
【数３４】

により表わされ、そうでない場合、前記ＲＩＶは
【数３５】

により表わされ、Ｘは
【数３６】

により表わされ、Ｙは
【数３７】

により表わされ、Ｚは
【数３８】

により表わされる、請求項１６に記載の基地局。
【請求項１８】
　前記ＲＩＶを伝送するために使用されるビットフィールドの長さ（Ｎｂｉｔ＿ｒｅｑｕ

ｉｒｅｄ）は

【数３９】

により表わされ、
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である、請求項１６に記載の基地局。
【請求項１９】
　Ｇは２又は４である、請求項１６に記載の基地局。
【請求項２０】
　前記資源ブロック割り当て情報は、分散型ＶＲＢ（ＤＶＲＢ）の集合を示す、請求項１
６に記載の基地局。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、広帯域無線移動通信システムに関するもので、特に、セルラＯＦＤＭ（Ｏｒ
ｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ
）無線パケット通信システムでのアップリンク／ダウンリンクパケットデータ送信のため
の無線資源スケジューリングに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　セルラＯＦＤＭ無線パケット通信システムでのアップリンク／ダウンリンクデータパケ
ット伝送は、サブフレーム単位で構成され、一つのサブフレームは多数のＯＦＤＭシンボ
ルを含む一定の時間区間と定義される。
【０００３】
　３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ
）では、ＦＤＤ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ）に適用可能な
タイプ１の無線フレーム構造と、ＴＤＤ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ）
に適用可能なタイプ２の無線フレーム構造をサポートする。図１は、タイプ１の無線フレ
ームの構造を示している。タイプ１の無線フレームは、１０個のサブフレームで構成され
、１個のサブフレームは２個のスロットで構成される。図２は、タイプ２の無線フレーム
の構造を示している。タイプ２の無線フレームは２個のハーフフレームで構成され、各ハ
ーフフレームは、５個のサブフレーム、ＤｗＰＴＳ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｐｉｌｏｔｉｎ
ｇ　Ｔｉｍｅ　Ｓｌｏｔ）、ＧＰ（Ｇａｐ　Ｐｅｒｉｏｄ）、ＵｐＰＴＳ（Ｕｐｌｉｎｋ
　Ｐｉｌｏｔｉｎｇ　Ｔｉｍｅ　Ｓｌｏｔ）で構成され、このうち１個のサブフレームは
２個のスロットで構成される。すなわち、無線フレームのタイプと関係なしに、１個のサ
ブフレームは２個のスロットで構成される。
【０００４】
　各スロットから伝送される信号は、

【数１】

個のサブキャリア及び
【数２】

個のＯＦＤＭシンボルで構成される資源格子によって描写される。ここで、
【数３】

は、ダウンリンクでの資源ブロック（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ；ＲＢ）の個数を示
し、
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【数４】

は、一つのＲＢを構成するサブキャリアの個数を示し、
【数５】

は、一つのダウンリンクスロットでのＯＦＤＭシンボルの個数を示す。この資源格子構造
を図３に示した。
【０００５】
　ＲＢは、特定の物理チャンネルと各資源要素との間のマッピング関係を記述するために
使用される。ＲＢは、物理資源ブロック（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏ
ｃｋ；ＰＲＢ）と仮想資源ブロック（Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ；
ＶＲＢ）に分けることができる。ＶＲＢとＰＲＢとの間のマッピング関係は、１個のサブ
フレーム単位で記述され、より詳細には、１個のサブフレームを構成する各スロット単位
で記述される。そして、ＶＲＢとＰＲＢとの間のマッピング関係は、ＶＲＢのインデック
スとＰＲＢのインデックスとの間のマッピング関係を用いて記述される。これについては
、本発明の実施例で具体的に説明する。
【０００６】
　ＰＲＢは、時間領域での
【数６】

個の連続的なＯＦＤＭシンボルと、周波数領域での
【数７】

個の連続的なサブキャリアによって定義される。したがって、一つのＰＲＢは、

【数８】

個の資源要素で構成される。ＰＲＢには、周波数領域で０から
【数９】

までの数字が割り当てられる。
【０００７】
　ＶＲＢは、ＰＲＢと同一の大きさを有することができる。二つのタイプのＶＲＢが定義
されるが、第一のタイプはローカル型で、第二のタイプは分散型である。各タイプのＶＲ
Ｂに対して、一対のＶＲＢが単一のＶＲＢインデックス（以下、ＶＲＢナンバーとも称さ
れる。）を有して１個のサブフレームの２個のスロットにわたって割り当てられる。すな
わち、一つのサブフレームを構成する２個のスロットのうち第１のスロットに属する
【数１０】

個のＶＲＢには、それぞれ０から
【数１１】

のうちいずれか一つのインデックスが割り当てられ、これと同様に、前記２個のスロット
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のうち第２のスロットに属する
【数１２】

個のＶＲＢにも、それぞれ０から
【数１３】

のうちいずれか一つのインデックスが割り当てられる。
【０００８】
　第１のスロットの特定の仮想周波数帯域に対応するＶＲＢのインデックスは、第２のス
ロットの前記特定の仮想周波数帯域に対応するＶＲＢのインデックスと同一の値を有する
。すなわち、第１のスロットのｉ番目の仮想周波数帯域に対応するＶＲＢをＶＲＢ１（ｉ
）と表記し、第２のスロットのｊ番目の仮想周波数帯域に対応するＶＲＢをＶＲＢ２（ｊ
）と表記し、ＶＲＢ１（ｉ）とＶＲＢ２（ｊ）のインデックスナンバーをそれぞれｉｎｄ
ｅｘ（ＶＲＢ１（ｉ））、ｉｎｄｅｘ（ＶＲＢ２（ｊ））と表記すれば、ｉｎｄｅｘ（Ｖ
ＲＢ１（ｋ））＝ｉｎｄｅｘ（ＶＲＢ２（ｋ））の関係が成立する（図４の（ａ）参照）
。
【０００９】
　これと同様に、第１のスロットの特定の周波数帯域に対応するＰＲＢのインデックスは
、第２のスロットの前記特定の周波数帯域に対応するＰＲＢのインデックスと同一の値を
有する。すなわち、第１のスロットのｉ番目の周波数帯域に対応するＰＲＢをＰＲＢ１（
ｉ）と表記し、第２のスロットのｊ番目の周波数帯域に対応するＰＲＢをＰＲＢ２（ｊ）
と表記し、ＰＲＢ１（ｊ）とＰＲＢ２（ｊ）のインデックスナンバーをそれぞれｉｎｄｅ
ｘ（ＰＲＢ１（ｉ））、ｉｎｄｅｘ（ＰＲＢ２（ｊ））と表記すれば、ｉｎｄｅｘ（ＰＲ
Ｂ１（ｋ））＝ｉｎｄｅｘ（ＰＲＢ２（ｋ））の関係が成立する（図４の（ｂ）参照）。
【００１０】
　上述した複数のＶＲＢのうち一部はローカル型として割り当てられ、他の一部は分散型
として割り当てられる。以下、ローカル型として割り当てられたＶＲＢをローカル型ＶＲ
Ｂ（Ｌｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ；ＬＶＲＢ）
と称し、分散型として割り当てられたＶＲＢを分散型ＶＲＢ（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　
Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ；ＤＶＲＢ）と称することができる。
【００１１】
　ＬＶＲＢはＰＲＢに直接マッピングされ、ＬＶＲＢのインデックスはＰＲＢのインデッ
クスに対応する。そして、インデックスｉのＬＶＲＢはインデックスｉのＰＲＢに対応す
る。すなわち、インデックスｉを有するＬＶＲＢ１はインデックスｉを有するＰＲＢ１に
対応し、インデックスｉを有するＬＶＲＢ２はインデックスｉを有するＰＲＢ２に対応す
る（図５参照）。このとき、図５では、ＶＲＢがいずれもＬＶＲＢとして割り当てられた
と仮定する。
【００１２】
　ＤＶＲＢはＰＲＢに直接マッピングされないことがある。すなわち、ＤＶＲＢのインデ
ックスは、一連のプロセスを経た後、ＰＲＢにマッピングされる。
【００１３】
　まず、ＤＶＲＢの連続的なインデックス列は、ブロックインターリーバによってその順
序が変わり得るが、ここで、連続的なインデックス列は、インデックスナンバーが０から
１ずつ増加しながら順次増加されたことを意味する。ブロックインターリーバから出力さ
れたインデックス列は、ＰＲＢ１の連続的なインデックス列に順次マッピングされる（図
６参照）。図６では、ＶＲＢがいずれもＤＶＲＢとして割り当てられたと仮定する。その
次に、ブロックインターリーバから出力されたインデックス列は予め決定された数だけ循
環シフトされ、この循環シフトされたインデックス列は、ＰＲＢ２の連続的なインデック
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ス列に順次マッピングされる（図７参照）。図７では、ＶＲＢがいずれもＤＶＲＢとして
割り当てられたと仮定する。このような方法で、２個のスロットにわたって、ＰＲＢイン
デックスとＤＶＲＢインデックスがマッピングされる。
【００１４】
　このとき、上述したプロセスで、ブロックインターリーバを経ていない前記ＤＶＲＢの
連続的なインデックス列は、ＰＲＢ１の連続的なインデックス列に順次マッピングされる
こともある。また、ブロックインターリーバを経ていない前記ＤＶＲＢの連続的なインデ
ックス列が予め決定された数だけ循環シフトされ、この循環シフトされたインデックス列
は、ＰＲＢ２の連続的なインデックス列に順次マッピングされる。
【００１５】
　ＤＶＲＢをＰＲＢにマッピングする上述したプロセスによれば、同一のインデックスｉ
を有するＰＲＢ１（ｉ）とＰＲＢ２（ｉ）は、互いに異なるインデックスｍ、ｎを有する
ＤＶＲＢ１（ｍ）とＤＶＲＢ２（ｎ）にマッピングされる。例えば、図６及び図７を参照
すれば、ＰＲＢ１（１）とＰＲＢ２（１）は、それぞれ互いに異なるインデックスを有す
るＤＶＲＢ１（６）とＤＶＲＢ２（９）にマッピングされる。ＤＶＲＢのマッピング方式
によって周波数ダイバーシティ効果を得ることができる。
【００１６】
　このようなＶＲＢを割り当てるための方法には、ビットマップ方式とコンパクト方式が
ある。ビットマップ方式によれば、全体のシステム帯域にわたって資源が自由に割り当て
られ、非連続的なＲＢを割り当てることができる。しかし、ＲＢの個数が増加すれば、Ｒ
Ｂ割り当てに要求されるビットの数も増加するという短所がある。コンパクト方式によれ
ば、全体のシステム帯域にわたって一つの連続的なＲＢのみが割り当てられる。このよう
な一連のＲＢを示すために資源指示値（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｖａ
ｌｕｅ；ＲＩＶ）を定義することができるが、このＲＩＶは、全体のＲＢのうち割り当て
られた一連のＲＢの開始点（Ｓ）及びその長さ（Ｌ）を示す値の組み合わせを示す。この
ような開始点及び長さの発生可能な組み合わせの個数によって、特定の組み合わせを指示
するためのＲＩＶを示すビットの個数が決定される。ＲＩＶを示すビットの個数を減少で
きれば、残っているビットを他の情報の伝送のために使用することができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　本発明は、コンパクト方式の資源割り当て方式で、割り当てられた資源の範囲を示す制
御情報の量を減少させることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明は、例えば、以下の項目を提供する。
（項目１）
　無線移動通信システムで、連続的な仮想資源ブロックの開始インデックス（Ｓ）及び長
さ（Ｌ）を示す資源指示値（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｖａｌｕｅ；Ｒ
ＩＶ）を検出する方法であって、
　資源ブロック割り当て情報を含むダウンリンク制御情報を受信し、
　前記資源ブロック割り当て情報から前記資源指示値を検出することを含み、
【数１４】

である場合、前記資源指示値は
【数１５】

の値を有し、そうでない場合、前記資源指示値は
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【数１６】

の値を有し、
　このとき、
【数１７】

で、Ｌは、前記連続的な仮想資源ブロックの長さで、Ｓは、前記連続的な仮想資源ブロッ
クの開始インデックス値で、ＮＲＢは、前記無線移動通信システムで使用可能な資源ブロ
ックの個数で、Ｌ及びＳはそれぞれＧの整数倍の値を有し、Ｇは予め決定された自然数で
ある、資源指示値検出方法。
（項目２）
　前記資源指示値を伝送するために使用されるビットフィールドの長さＮｂｉｔ＿ｒｅｑ

ｕｉｒｅｄは
【数１８】

で、このとき、
【数１９】

である、項目１に記載の資源指示値検出方法。
（項目３）
　前記
【数２０】

を満足し、ＮＶＲＢは、前記無線移動通信システムで使用可能な仮想資源ブロックの個数
である、項目１又は２に記載の資源指示値検出方法。
（項目４）
　前記Ｇは１（Ｇ＝１）である、項目１又は２に記載の資源指示値検出方法。
（項目５）
　コードワードに対してコンパクトスケジューリングをサポートする無線移動通信システ
ムで、前記コンパクトスケジューリングによって割り当てられる連続的な仮想資源ブロッ
クの開始インデックス（Ｓ）及び長さ（Ｌ）を示す資源指示値（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｉｎ
ｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｖａｌｕｅ；ＲＩＶ）を検出する方法であって、
　資源ブロック割り当て情報を含むダウンリンク制御情報を受信し、
　前記受信されたダウンリンク制御情報のダウンリンク制御情報フォーマットが前記コン
パクトスケジューリングのために使用される場合、前記資源ブロック割り当て情報から前
記資源指示値を検出することを含み、
　前記開始インデックス（Ｓ）は、第１の集合｛ｓ：ｓ＝Ｐ＋ｍＴ＜ＮＲＢ、ただし、「
Ｐ」は、予め決定された０以上の整数、「Ｔ」は予め決定された自然数、「ｍ」は０以上
の整数、「ＮＲＢ」は、前記無線移動通信システムで使用可能な資源ブロックの個数｝の
要素のうちいずれか一つで、前記長さ（Ｌ）は、第２の集合｛ｌ：ｌ＝Ｋ＋ｎＧ≦ＮＲＢ

、ただし、「Ｋ」は予め決定された０以上の整数、「Ｇ」は予め決定された自然数、「ｎ
」は自然数｝の要素のうちいずれか一つである、資源指示値検出方法。
（項目６）
　前記Ｔは前記Ｇと同一の値である、項目５に記載の資源指示値検出方法。
（項目７）
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　前記Ｐは０（Ｐ＝０）で、前記Ｋは０（Ｋ＝０）である、項目５に記載の資源指示値検
出方法。
（項目８）
　前記Ｐは０（Ｐ＝０）で、前記Ｋは０（Ｋ＝０）である、項目６に記載の資源指示値検
出方法。
（項目９）
　ＮＲＢは
【数２１】

で、「ＮＶＲＢ」は、前記無線移動通信システムで使用可能な仮想資源ブロックの個数で
ある、項目８に記載の資源指示値検出方法。
（項目１０）
　前記「ｌ」は、予め決定されたＬｌｉｍｉｔより小さいか同じで、前記Ｌｌｉｍｉｔは
、前記Ｋより大きいか同じで、前記ＮＲＢより小さい、項目５から項目９のうちいずれか
１項に記載の資源指示値検出方法。
　上述した課題を解決するための本発明の一様相に係る、複数のダウンリンク制御情報フ
ォーマットをサポートし、一つのコードワードに対して一つのセットの連続的な仮想資源
ブロックを割り当てる方式であるコンパクトスケジューリング方式をサポートする無線移
動通信システムで、前記コンパクトスケジューリングによって割り当てられる一つのセッ
トの連続的な仮想資源ブロック（Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ；ＶＲ
Ｂ）の開始インデックス（Ｓ）及び長さ（Ｌ）を示す資源指示値（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｉ
ｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｖａｌｕｅ；ＲＩＶ）を検出する方法であって、資源ブロック割り
当て情報を含むダウンリンク制御情報を受信し、前記受信されたダウンリンク制御情報の
ダウンリンク制御情報フォーマットが前記コンパクトスケジューリング方式のために使用
される場合、前記資源ブロック割り当て情報から前記資源指示値を検出することを含み、
前記資源指示値に対応する前記開始インデックス（Ｓ）は、第１の集合｛ｓ：ｓ＝Ｐ＋ｍ
Ｔ＜ＮＲＢ、ただし、「Ｐ」は、予め決定された０以上の整数、「Ｔ」は、予め決定され
た自然数、「ｍ」は０以上の整数、「ＮＲＢ」は、前記無線移動通信システムで使用可能
な資源ブロックの個数｝の要素のうちいずれか一つで、前記資源指示値に対応する長さ（
Ｌ）は、第２の集合｛ｌ：ｌ＝Ｋ＋ｎＧ≦ＮＲＢ、ただし、「Ｋ」は、予め決定された０
以上の整数、「Ｇ」は予め決定された自然数、「ｎ」は自然数｝の要素のうちいずれか一
つである。
【００１９】
　望ましくは、前記ＮＲＢはＮＶＲＢに制限することができる。「ＮＶＲＢ」は、前記無
線移動通信システムで使用可能な仮想資源ブロックの個数を示す。
【００２０】
　望ましくは、前記Ｔは前記Ｇと同一の値である。
【００２１】
　望ましくは、前記Ｐ＝０で、前記Ｋ＝０である。
【００２２】
　望ましくは、ＮＲＢは、
【数２２】

を満足することができる。このとき、「ＮＶＲＢ」は、前記無線移動通信システムで使用
可能な仮想資源ブロックの個数を示す。
【００２３】
　望ましくは、前記「ｌ」は、予め決定されたＬｌｉｍｉｔより小さいか同一で、前記Ｌ
ｌｉｍｉｔは、前記Ｋより大きいか同一で、前記ＮＲＢより小さい。
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【００２４】
　本発明の他の様相に係る、前記コンパクトスケジューリング方式をサポートする無線移
動通信システムで、前記コンパクトスケジューリングによって割り当てられる一つのセッ
トの連続的な仮想資源ブロック（Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ；ＶＲ
Ｂ）の開始インデックス（Ｓ）及び長さ（Ｌ）を示す資源指示値を検出する方法は、資源
ブロック割り当て情報を含むダウンリンク制御情報を受信し、前記受信されたダウンリン
ク制御情報のダウンリンク制御情報フォーマットが前記コンパクトスケジューリングの使
用を示す場合、前記資源ブロック割り当て情報から前記資源指示値を検出することを含み
、
【数２３】

である場合、前記資源指示値は
【数２４】

の値を有し、そうでない場合は、前記資源指示値は
【数２５】

の値を有し、このとき、

【数２６】

で、Ｌは、前記一つのセットの連続的な仮想資源ブロックの長さで、Ｓは、前記一つのセ
ットの連続的な仮想資源ブロックの開始インデックス値で、ＮＶＲＢは、前記無線移動通
信システムで使用可能な仮想資源ブロックの個数で、Ｌ及びＳは、それぞれＧの整数倍の
値を有し、Ｇは予め決定された自然数である。
【００２５】
　このとき、望ましくは、前記

【数２７】

を満足することができる。ここで、ＮＶＲＢは、前記無線移動通信システムで使用可能な
仮想資源ブロックの個数である。
【００２６】
このとき、望ましくは、前記資源指示値の伝送のために使用されるビットフィールドの長
さＮｂｉｔ＿ｒｅｑｕｉｒｅｄは

【数２８】

で、このとき、

【数２９】

である。
【発明の効果】
【００２７】
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　本発明で提案する無線資源スケジューリング方式とスケジューリング情報の構成及び伝
送方式を適用することによって、共有シグナリングのための資源割り当て方式をより効率
的に具現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】ＦＤＤに適用可能な無線フレームの構造の一例を示した図である。
【図２】ＴＤＤに適用可能な無線フレームの構造の一例を示した図である。
【図３】３ＧＰＰの伝送スロットを構成する資源格子構造の一例を示した図である。
【図４】（ａ）は、一つのサブフレーム内の仮想資源ブロックの構造の一例を示した図で
、（ｂ）は、一つのサブフレーム内のＰＲＢの構造の一例を示した図である。
【図５】ＬＶＲＢがＰＲＢにマッピングされる方法の一例を示した図である。
【図６】１番目のスロットにあるＤＶＲＢがＰＲＢにマッピングされる方法の一例を示し
た図である。
【図７】２番目のスロットにあるＤＶＲＢがＰＲＢにマッピングされる方法の一例を示し
た図である。
【図８】ＤＶＲＢ及びＬＶＲＢがＰＲＢにマッピングされる方法の一例を示した図である
。
【図９】各資源ブロックをコンパクト方式によって割り当てる方法の一例を示した図であ
る。
【図１０】連続したインデックスを有する２個のＤＶＲＢが複数の隣接したＰＲＢにマッ
ピングされる方法の一例を示した図である。
【図１１】連続したインデックスを有する２個のＤＶＲＢが複数の離隔しているＰＲＢに
マッピングされる方法の一例を示した図である。
【図１２】ＮＲＢ＝２０である場合のＲＩＶの例を示した図である。
【図１３】本発明に係る一実施例において、発生可能なＳ、Ｌの組み合わせに対するＲＩ
Ｖを示した図である。
【図１４】本発明に係る一実施例において、発生可能なＳ、Ｌの組み合わせに対するＲＩ
Ｖを示した図である。
【図１５】本発明に係る一実施例において、発生可能なＳ、Ｌの組み合わせに対するＲＩ
Ｖを示した図である。
【図１６】本発明に係る一実施例において、発生可能なＳ、Ｌの組み合わせに対するＲＩ
Ｖを示した図である。
【図１７】本発明に係る一実施例において、発生可能なＳ、Ｌの組み合わせに対するＲＩ
Ｖを示した図である。
【図１８】本発明に係る一実施例において、発生可能なＳ、Ｌの組み合わせに対するＲＩ
Ｖを示した図である。
【図１９】本発明に係る一実施例において、発生可能なＳ、Ｌの組み合わせに対するＲＩ
Ｖを示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、本発明に係る好適な各実施形態を添付の図面を参照して詳細に説明する。添付の
図面と共に以下で開示する詳細な説明は、本発明の例示的な実施形態を説明するためのも
ので、本発明が実施され得る唯一の実施形態を示すためのものではない。以下の詳細な説
明は、本発明の完全な理解を促進するために具体的な細部事項を含む。しかし、当業者で
あれば、本発明がこのような具体的な細部事項なしにも実施され得ることを理解するであ
ろう。例えば、以下では、一定の用語を中心に説明するが、これら用語に限定される必要
はなく、任意の用語が同一の意味を示すために用いられることもある。また、本明細書全
般にわたって同一又は類似した構成要素については、同一の図面符号を使用して説明する
。
【００３０】
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　以下、この出願書の詳細な説明で使用される用語を次のように定義する。
【００３１】
　「ＲＥ」（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）は、データ又はその他の制御チャンネ
ルの変調シンボルがマッピングされる最も小さい周波数―時間単位を示す。一つのＯＦＤ
ＭシンボルにＭ個の副搬送波を介して信号が伝送され、一つのサブフレームにＮ個のＯＦ
ＤＭシンボルが伝送される場合、一つのサブフレームにはＭ×Ｎ個のＲＥが存在する。
【００３２】
　「ＰＲＢ」（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）は、データを伝送す
る単位周波数―時間資源を示す。一般的に１個のＰＲＢは、周波数―時間領域で連続する
複数のＲＥで構成され、一つのサブフレーム内には多数のＰＲＢが定義される。
【００３３】
　「ＶＲＢ」（Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）は、データ伝送のため
の仮想的な単位資源を示す。一般的に、一つのＶＲＢが含むＲＥの個数は、一つのＰＲＢ
が含むＲＥの個数と同一で、実際にデータが伝送されるとき、一つのＶＲＢが一つのＰＲ
Ｂにマッピングされたり、又は、一つのＶＲＢが多数のＰＲＢの一部領域にマッピングさ
れる。
【００３４】
　「ＬＶＲＢ」（Ｌｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ
）は、ＶＲＢの一つのタイプである。一つのＬＶＲＢは一つのＰＲＢにマッピングされ、
互いに異なるＬＶＲＢがマッピングされるＰＲＢは重複されない。ＬＶＲＢは、ＰＲＢと
解釈されることもある。
【００３５】
　「ＤＶＲＢ」（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏ
ｃｋ）は、ＶＲＢの他のタイプである。一つのＤＶＲＢは多数のＰＲＢ内の一部のＲＥに
マッピングされ、互いに異なるＤＶＲＢにマッピングされるＲＥは重複されない。
【００３６】
「ＮＤ」＝「Ｎｄ」は、一つのＤＶＲＢがマッピングされるＰＲＢの個数を示す。図８は
、ＤＶＲＢ及びＬＶＲＢがＰＲＢにマッピングされる方法の一例を示したもので、図８で
は、ＮＤ＝３である。図８を参照すれば、任意のＤＶＲＢが３個の部分に分けられた後、
各分割部が互いに異なるＰＲＢにマッピングされることが分かる。このとき、各ＰＲＢで
該当のＤＶＲＢがマッピングされずに残る部分は他のＤＶＲＢの分割部にマッピングされ
る。
【００３７】
　「ＮＰＲＢ」は、システムのＰＲＢの個数を示す。
【００３８】
　「ＮＬＶＲＢ」は、システムで使用可能なＬＶＲＢの個数を示す。
【００３９】
　「ＮＤＶＲＢ」は、システムで使用可能なＤＶＲＢの個数を示す。
【００４０】
　「ＮＬＶＲＢ＿ＵＥ」は、一つのＵＥに割りられる最大のＬＶＲＢの個数を示す。
【００４１】
　「ＮＤＶＲＢ＿ＵＥ」は、一つのＵＥに割り当てられる最大のＤＶＲＢの個数を示す。
【００４２】
　「Ｎｓｕｂｓｅｔ」は、サブセットの個数を示す。
【００４３】
　ここで、「ＲＢの個数」は、周波数軸上で区分されるＲＢの個数を意味する。すなわち
、ＲＢがサブフレームを構成するスロットによって区分される場合も、「ＲＢの個数」は
、同一のスロットの周波数軸で区分されるＲＢの個数を意味する。
【００４４】
　図８は、ＬＶＲＢとＤＶＲＢの定義例を示したものである。
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【００４５】
　図８に示すように、１個のＬＶＲＢの各ＲＥは、１個のＰＲＢの各ＲＥに１対１にマッ
ピングされる。例えば、ＰＲＢ０には１個のＬＶＲＢがマッピングされる（８０１）。そ
の一方、１個のＤＶＲＢは３個の分割部に分割され、各分割部は互いに異なるＰＲＢにそ
れぞれマッピングされる。例えば、ＤＶＲＢ０は３個の分割部に分割され、各分割部はそ
れぞれＰＲＢ１、ＰＲＢ４、ＰＲＢ６にマッピングされる。これと同様に、ＤＶＲＢ１と
ＤＶＲＢ２は３個の分割部にそれぞれ分割され、各分割部はＰＲＢ１、ＰＲＢ４、ＰＲＢ
６のうち残った資源にマッピングされる。この例で、ＤＶＲＢは３個の分割部に分けられ
たが、これに限定されず、例えば、２個の分割部に分けられることもある。
【００４６】
　基地局から特定端末機に対するダウンリンクデータ送信、又は特定端末機から基地局に
対するアップリンクデータ送信は、一つのサブフレーム内で一つ又は多数のＶＲＢを通し
て行われる。このとき、基地局は、特定端末機にデータを送信するとき、複数のＶＲＢの
うちいずれのＶＲＢを通してデータを送信するかをその端末機に知らせなければならない
。また、特定端末機がデータを送信できるようにするために、いずれのＶＲＢを通してデ
ータを送信できるかをその端末機に知らせる。
【００４７】
　データを送信する方式は、大きくＦＤＳ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ　
Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）方式とＦＳＳ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　Ｓｃ
ｈｅｄｕｌｉｎｇ）方式に分けることができる。ＦＤＳ方式は、周波数ダイバーシティを
通して受信性能利得を得る方式で、ＦＳＳ方式は、周波数選択的スケジューリングを通し
て受信性能利得を得る方式である。
【００４８】
　ＦＤＳ方式で、送信端は、一つのデータパケットをシステム周波数領域に広く分散され
た各副搬送波を介して送信し、一つのデータパケット内の各シンボルが多様な無線チャン
ネルフェーディング（Ｆａｄｉｎｇ）を経験することによって、データパケット全体が不
利なフェーディングを経験するのを防止し、受信性能の向上を得る。これと異なり、ＦＳ
Ｓ方式では、データパケットをシステム周波数領域のうち有利なフェーディング状態であ
る一つ又は多数の連続した周波数領域を通して送信することによって、受信性能の向上を
得る。実際のセルラＯＦＤＭ無線パケット通信システムで、一つのセル内には多数の端末
機が存在する。このとき、各端末機の無線チャンネル状況が互いに異なる特性を有するの
で、一つのサブフレーム内でも特定の端末機に対してはＦＤＳ方式のデータ送信を行い、
他の端末機に対してはＦＳＳ方式のデータ送信を行う必要がある。したがって、具体的な
ＦＤＳ送信方式とＦＳＳ送信方式は、二つの方式が一つのサブフレーム内で効率的にマル
チプレクシングされるように設計されなければならない。一方、ＦＳＳ方式では、全体の
帯域でＵＥに有利な帯域を選択的に使用することによって利得を得られるが、ＦＤＳ方式
では、特定帯域の良し悪しを比較せず、充分にダイバーシティを得られる周波数間隔を維
持する限り、特定の周波数帯域を選択して伝送する必要がない。したがって、スケジュー
ルを行う場合、ＦＳＳ方式の周波数選択的スケジューリングを優先的に行えば、システム
全体の性能向上の面で有利である。
【００４９】
　ＦＳＳ方式では、周波数領域で連続的に隣接されている各副搬送波を用いてデータを送
信するので、ＬＶＲＢを用いてデータを送信することが望ましい。このとき、一つのサブ
フレームにＮＰＲＢ個のＰＲＢが存在し、システム内で最大のＮＬＶＲＢ個のＬＶＲＢを
用いることができれば、基地局は、各端末機にＮＬＶＲＢビットのビットマップ情報を伝
送することによって、その端末機にいずれのＬＶＲＢを通してダウンリンクデータが伝送
されるか、又は、いずれのＬＶＲＢを通してアップリンクデータを送信できるかを知らせ
ることができる。すなわち、各端末機にスケジューリング情報として伝送されるＮＬＶＲ

Ｂビットのビットマップ情報の各ビットは、ＮＬＶＲＢ個のＬＶＲＢのうちそのビットに
対応するＬＶＲＢを通してデータが送信されるかどうかを示す。このような方式は、ＮＬ
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ＶＲＢの数が大きくなるほど、これに比例して、端末に伝送すべきビット数が大きくなる
という短所がある。
【００５０】
　一方、ユーザ機器（ＵＥ；Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）に伝送されるＰＤＣＣＨ（
Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）ＤＣＩは複数
のフォーマットを有することができる。ＰＤＣＣＨを介して伝送される資源割り当てフィ
ールドは、各ＤＣＩフォーマットによって互いに異なる構成を有することができる。した
がって、ユーザ機器は、受信されたＤＣＩのフォーマットによって資源割り当てフィール
ドを解釈することができる。
【００５１】
　資源割り当てフィールドは、資源割り当てヘッダフィールド及び資源ブロック割り当て
情報の二つの部分を含むことができるが、複数の資源割り当てタイプが定義される。例え
ば、第一のタイプの資源割り当てによれば、資源ブロック割り当て情報は、一つのセット
の連続的な物理資源ブロック（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ；ＰＲ
Ｂ）からなるＲＢＧ（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ　Ｇｒｏｕｐ）を示すビットマップ
を含むことができる。このとき、ＲＢＧ当たりに一つのビットが割り当てられる。第二の
タイプの資源割り当てによれば、資源ブロック割り当て情報は、ＵＥに割り当てられたサ
ブセット及びＲＢを示すビットマップを含むことができる。第三のタイプの資源割り当て
によれば、資源ブロック割り当て情報は、連続的に割り当てられたＶＲＢを示すビットマ
ップを含むことができる。このとき、資源割り当てフィールドは、開始資源ブロック及び
連続的に割り当てられた各資源ブロックの長さを示す資源指示値（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｉ
ｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｖａｌｕｅ；ＲＩＶ）で構成される。このような資源割り当てに関
するタイプの例示は、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１３文書で探すことができる。
【００５２】
　例えば、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１３で、ＤＣＩフォーマット１Ａは、一つのＰＤＳ
ＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）コードワ
ードのコンパクトスケジューリングのために使用される。コンパクトスケジューリングは
、ＵＥに対して一つのセットの連続的な仮想資源ブロックを割り当てるスケジューリング
方式であって、上述した第三のタイプの資源割り当てに対応する。以下、本発明で、コン
パクトスケジューリングはコンパクト方式と称される。
【００５３】
　上述したように、端末機に一つのセットの隣接した各ＲＢのみが割り当てられるとすれ
ば、このように割り当てられたＲＢの情報は、ＲＢの開始点とその個数で表現されるコン
パクト方式によって表現される。
【００５４】
　図９は、各資源ブロックをコンパクト方式によって割り当てる方法の一例を示した図で
ある。使用可能なＲＢの数ＮＲＢ＝ＮＬＶＲＢとすれば、この場合、図９のように各開始
点によって使用可能なＲＢの長さがそれぞれ変わり、最終的にＲＢ割り当ての組み合わせ
の数がＮＬＶＲＢ（ＮＬＶＲＢ＋１）／２になる。したがって、これに必要なビットの数
は、ｃｅｉｌｉｎｇ（ｌｏｇ２（ＮＬＶＲＢ（ＮＬＶＲＢ＋１）／２））ビットになる。
ここで、ｃｅｉｌｉｎｇ（ｘ）は、ｘを最も近い整数に切り上げた値を意味する。この方
法は、ビットマップ方式に比べて、ＮＬＶＲＢの数の増加に伴うビット数の増加がそれほ
ど大きくないという長所がある。
【００５５】
　一方、ＤＶＲＢの割り当てをＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）に知らせる方法の
場合、ダイバーシティ利得のために分散されて伝送されるＤＶＲＢの各分割部の位置を予
め約束したり、この位置を直接知らせる追加的な情報が必要である。ここで、望ましくは
、ＤＶＲＢのためのシグナリングのためのビット数が、上述したコンパクト方式のＬＶＲ
Ｂ伝送時のビット数と同一になるように設定されれば、ダウンリンクでのシグナリングビ
ットフォーマットが単純化される。したがって、同一のチャンネル符号化を使用できると
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いう長所がある。
【００５６】
　ここで、一つのＵＥに多数のＤＶＲＢが割り当てられる場合、このＵＥに、ＤＶＲＢの
開始点のＤＶＲＢインデックス、長さ（＝割り当てられるＤＶＲＢの個数）、一つのＤＶ
ＲＢから分けられる各分割部間の相対的な位置（例えば、各分割部間のＧａｐ）を知らせ
るようになる。
【００５７】
　図１０は、連続したインデックスを有する２個のＤＶＲＢが複数の隣接したＰＲＢにマ
ッピングされる方法の一例を示した図である。
【００５８】
　ここで、図１０のように連続したインデックスを有する複数のＤＶＲＢを複数の隣接し
たＰＲＢにマッピングする場合、１番目の分割部１００１、１００２と２番目の分割部１
００３、１００４は、Ｇａｐ１００５だけ互いに離隔するようになるが、上側分割部及び
下側分割部にそれぞれ属した各分割部は、互いに隣接するようになり、ダイバーシティ次
数は２になる。
【００５９】
　図１１は、連続したインデックスを有する２個のＤＶＲＢが複数の離隔しているＰＲＢ
にマッピングされる方法の一例を示した図である。
【００６０】
　図１１による方法では、ＤＶＲＢインデックスを図１１のように構成することによって
、ＤＶＲＢをＰＲＢに対応させるとき、連続的なＤＶＲＢインデックスが、隣接するＰＲ
Ｂに対応せずに分散されるようにすることができる。例えば、ＤＶＲＢインデックス「０
」とＤＶＲＢインデックス「１」は互いに隣接して配置されない。すなわち、図１１では
、ＤＶＲＢインデックスが０、８、１６、４、１２、２０、…の順に配置されているが、
この配置は、図１０での連続的なインデックスを、例えば、ブロックインターリーバに入
力して得ることができる。この場合、Ｇａｐ１１０３による分散のみならず、各分割部１
１０１、１１０２内での分散も得ることができる。したがって、図１１のようにＵＥに２
個のＤＶＲＢが割り当てられるとき、ダイバーシティ次数が４に増加し、ダイバーシティ
利得をさらに得られるという長所がある。
【００６１】
　このとき、各分割部間の相対的な位置を示すＧａｐの値を二つの方法で示すことができ
る。第一に、Ｇａｐの値をＤＶＲＢインデックスの差値で示すことができる。第二に、Ｇ
ａｐの値をＤＶＲＢがマッピングされる各ＰＲＢ間のインデックスの差値で示すこともで
きる。図１１の場合、第一の方法によればＧａｐ＝１であるが、第二の方法によればＧａ
ｐ＝３になる。図１１は、後者の場合（１１０３）を示したものである。一方、システム
のＲＢの総数が変われば、ＤＶＲＢインデックス構成が変わり得るが、第二の方法を使用
すれば、各分割部間の物理的な距離を把握できるという長所がある。
【００６２】
　ＤＶＲＢが割り当てられたことをシグナリングするために、上述したＬＶＲＢコンパク
ト方式を使用することができる。このとき、連続的に割り当てられたＲＢの開始点と長さ
情報は、ＰＲＢに対する情報でない、ＶＲＢインデックスの開始点と長さ情報にそれぞれ
対応する。
【００６３】
　上述したように、コンパクト方式において、ＬＶＲＢのシグナリングはＲＢの開始点及
び長さ情報からなる。ＤＶＲＢのシグナリングのためには、場合によってＧａｐ情報が追
加で必要であるので、全体のシグナリングのためのビット数を一定に維持するためには、
長さ情報を制限して情報量を減少させなければならない。例えば、５０ＲＢ以上の資源ブ
ロックが使用される場合、ＲＩＶフィールドの１ビットをＧａｐ指示のために割り当てな
ければならないので、長さ情報を制限し、ＲＩＶを伝送するために必要なビット数を減少
させる必要がある。
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【００６４】
　一方、多くのユーザに共通シグナリングを行うための用途でＲＢを使用する場合、割り
当てられたＲＢを知らせるための制御シグナリングは、セル内の全てのユーザがその情報
を読めるようにしなければならない。したがって、制御シグナリングに対しては、符号率
を低下させたり、又は伝送電力を高めて伝送するようになる。したがって、制限された資
源が割り当てられる制御シグナリングに対する符号率を低下させるためには制御データの
量を減少させなければならなく、制御データの量を減少させるためにはＲＢ割り当て情報
に使用されるビット数を減少させなければならない。
【００６５】
　これと同様に、割り当てられたＲＢに伝送される制御メッセージデータも、セル内の全
てのユーザが該当の情報を読めるようにしなければならないので、制御メッセージデータ
は低い符号率で伝送されるようになる。符号率を１／２０と仮定する場合、データが１６
ビット増加すれば、チャンネル符号化後のコードワードは３２０ビット増加するようにな
る。３ＧＰＰ　ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）の場合、１Ｔｘアン
テナ伝送を行い、制御信号のために１ＯＦＤＭシンボルを使用すると仮定すれば、１ＲＢ
でペイロードデータを伝送できるシンボルの数は１４８個である。したがって、ＱＰＳＫ
（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）変調を仮定する場合
、伝送可能なビットの数は２９６ビットになる。その結果、データが１６ビット増加する
場合、３２０ビットのデータが増加するので、２個のＲＢがさらに必要になる。
【００６６】
　すなわち、低い符号率を維持するためには、データの大きさがやや増加するとしても、
このデータを伝送するためのＲＢの個数が大いに増加するので、ＲＢが１ＲＢ単位の稠密
度（Ｇｒａｎｕｌａｒｉｔｙ）で割り当てられる必要性が低くなる。
【００６７】
　以下、１ＲＢ割り当ての稠密度を有して開始位置制限（Ｓｔｅｐ）を設定する資源割り
当てシグナリング構成を説明する。
【００６８】
　数学式１は、ＲＢの開始点（Ｓ）と割り当てるＲＢの数（＝長さ、Ｌ）を知らせる方式
であるコンパクト方式を使用してシグナリングする方法の一例を示した図である。「」
【００６９】
　以下、本文書で、ｍｏｄ（ｘ，ｙ）は、ｘ　ｍｏｄ　ｙを意味するもので、「ｍｏｄ」
は、モジュロ演算を意味する。また、
【数３０】

は、切り捨て演算を意味するもので、

【数３１】

内の数字より小さいか同じ整数のうち最大の数を示す。また、
【数３２】

は、切り上げ演算を意味するもので、
【数３３】

内の数字より大きいか同じ整数のうち最も小さい数を示す。また、ｒｏｕｎｄ（・）は、
（）内の数字と最も近い整数を示す。ｍｉｎ（ｘ，ｙ）は、ｘ、ｙのうち、より小さい値
を示し、ｍａｘ（ｘ，ｙ）は、ｘ、ｙのうち、より大きい値を示す。
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【００７０】
【数３４】

【００７１】
　使用可能な全体のＲＢの個数をＮＲＢとするとき、ＲＢインデックスを０から割り当て
れば、０からＮＲＢ－１のインデックスが使用される（ここで、ＮＲＢは、システム帯域
の全体のＲＢの個数、ＶＲＢとして使用される全体のＲＢの個数、又は一部の限定された
帯域に含まれたＲＢの個数になり得る。）。
【００７２】
　したがって、Ｓ値の範囲は０≦Ｓ≦ＮＲＢ－１になり、Ｓ値によって割り当て可能なＬ
値の範囲は変わる。他の観点で見れば、Ｌ値の範囲は１≦Ｌ≦ＮＲＢになり、Ｌ値によっ
て設定可能なＳ値の範囲が変わる。すなわち、特定のＬ値に対しては特定のＳ値が組み合
わされない。
【００７３】
　このような発生不可能な組み合わせを考慮せずに、Ｓ及びＬのそれぞれの最大値を２進
数で表記することができる。このように表記された２進数に対するビットフィールドをＳ
及びＬに対してそれぞれ構成することができる。このビットフィールドをそれぞれ伝送す
れば、ＮＲＢ＝２０である場合、２０＜２５であるので、Ｓ、Ｌのためにそれぞれ５ビッ
トずつ合計１０ビットを伝送しなければならない。しかし、これは、実際に発生不可能な
必要でない組み合わせに対する情報まで含むので、不必要な伝送ビットのオーバーヘッド
を発生させる。そのため、発生可能なＳ及びＬの組み合わせをＲＩＶと表現して、このＲ
ＩＶを２進数に変換して伝送すれば、伝送ビット数を減少させることができる。
【００７４】
　図１２は、ＮＲＢ＝２０である場合のＲＩＶを示した例である。
【００７５】
　Ｓ、Ｌ値によってＲＩＶが決定される。数学式１を用いれば、全てのＬ値に対して、０
≦Ｓ≦ＮＲＢ－１に対するＲＩＶを求める場合、図１２のようなＲＩＶが生成される。図
１２の各要素の値は、対応するＳ、Ｌ組み合わせに対するＲＩＶである。図１２のほぼ半
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分を占める左上部の各値は、ＮＲＢ＝２０であるときに発生可能なＳ、Ｌ組み合わせに該
当し、図１２の残り部分を占める右下部の灰色で表示された部分は、発生不可能なＳ、Ｌ
組み合わせに該当する。
【００７６】
　この方式では、
【数３５】

である場合の灰色で表示された部分のＲＩＶは、
【数３６】

であるときのＲＩＶにマッピングし、ＲＩＶを浪費せずに用いるようになる。例えば、Ｎ

ＲＢ＝２０である場合、右下部の領域のうち

【数３７】

である部分の各ＲＩＶは、左上部の領域のうち
【数３８】

である部分に再び使用される。このとき、左上部の領域内のＲＩＶの最大値は２０９にな
る。
【００７７】
　この方式で、ＲＩＶの最大値が伝送ビット数を左右するようになり、ＲＩＶの最大値以
下のＲＩＶは、実際のＳ、Ｌの組み合わせで得られない値にマッピングされないように構
成されている。すなわち、ＲＩＶの最大値以下の全ての値は、発生可能なＳ、Ｌの組み合
わせに対応する。
【００７８】
　Ｓ値を別途に伝送すれば、Ｓの最大値は１９であるので、Ｓを表示するためには５ビッ
トが必要で（０≦１９＜２５）、Ｌ値を別途に伝送すれば、Ｌの最大値は２０であるので
、Ｌを表示するためには５ビットが必要である（０≦２０＜２５）。したがって、Ｓ、Ｌ
をそれぞれ別途に伝送すれば、１０ビットが必要になる。しかし、ＲＩＶの範囲が０≦Ｒ
ＩＶ≦２０９＜２８であるので、これを表示するためにはＮｂｉｔ＿ｒｅｑｕｉｒｅｄ＝
８ビットが必要になり、その結果、Ｓ、Ｌ値をそれぞれ別途に構成してビットを構成する
場合に比べて２ビットを節約することができる。
【００７９】
　一方、このようなＲＩＶ構成方式で、割り当て可能なＲＢの個数の最大値（＝Ｌｌｉｍ

ｉｔ）を制限する場合、すなわち、Ｌ値がＬｌｉｍｉｔ以下になるように制限する場合、
必要なビット数は減少する。
【００８０】
　図１２でＬｌｉｍｉｔ＝６と設定した場合、発生可能なＬ値の範囲が１≦Ｌ≦６として
与えられ、Ｌ値の範囲が７≦Ｌ≦２０である組み合わせは使用しないので、このときのＲ
ＩＶの値の最大値が１１４であることを確認することができる。すなわち、生成可能なＲ
ＩＶの範囲は０≦ＲＩＶ≦１１４＜２７として与えられるので、Ｎｂｉｔ＿ｒｅｑｕｉｒ

ｅｄ＿ｌｉｍ＝７ビットになる。
【００８１】
　しかし、上述したように、共通シグナリングの用途でＲＢを使用する場合、資源割り当
てのために使用されるビット数を減少させなければならない。したがって、本発明では、
ＳとＬの値を限定する方法を公開する。
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　＜実施例１＞
【００８３】
　本発明に係る一実施例として、Ｓ及びＬをＧ（Ｇは正の整数）の倍数に限定する方法を
説明する。
【００８４】
　ＳとＬがＧの倍数に限定されて使用されれば、この組み合わせで表現されるＲＩＶの最
大値を減少させることができる。すなわち、Ｓの増加ステップをＧに設定し、Ｌの増加稠
密度をＧの単位で設定する。
【００８５】
　図１３は、実施例１において、ＮＲＢ＝２０で、Ｇ＝２である場合に発生可能なＳ、Ｌ
の組み合わせに対するＲＩＶを示した図である。
【００８６】
　灰色で表示された領域は、ＮＲＢ＝２０で、Ｇ＝２である場合に実際に発生不可能なＳ
、Ｌ組み合わせに該当する。ＲＩＶの範囲が０≦ＲＩＶ≦５４＜２６であるので、これを
表示するためにはＮｃｏｍｐａｃｔ＿ｂｉｔ＝６ビットが必要になる。
【００８７】
　開始点のステップと稠密度をいずれもＧに設定すれば、従来の方式に比べたとき、ＲＩ
Ｖを表現するために使用されるビット数が減少する。
【００８８】
　上述した方式と同様に、Ｌｌｉｍｉｔを設定して使用できるＬの最大値を限定する場合
、必要なビット数がさらに減少する。図１３では、Ｌｌｉｍｉｔ＝６に設定した場合、Ｒ
ＩＶの最大値が２７であることを確認できるが、このとき、Ｌの範囲が８≦Ｌ≦２０であ
る組み合わせは使用しなくなるので、ＲＩＶの範囲は０≦ＲＩＶ≦２７＜２５になり、Ｎ

ｂｉｔ＿ｒｅｑｕｉｒｅｄ＿ｌｉｍ＝５ビットになる。
【００８９】
　数学式２は、ＮＲＢとＧが与えられたとき、ＳとＬ値の組み合わせでＲＩＶを求める数
式である。このとき、ＲＩＶを表現するために必要なビット数は、Ｌｌｉｍｉｔの設定に
したがって互いに異なる方法で求めることができる。最大のＲＢ長さが要求される場合は
【数３９】

になり、最大のＲＢ許容量が与えられる場合は
【数４０】

になる。
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【数４１】

【００９０】
　一方、数学式２は、従来の数学式１を構成する各数学式のパラメータを置換して代入す
る構造を有するので、従来の数学式の構造をそのまま活用できるという長所がある。すな
わち、１ＲＢ単位で開始点と長さを設定する方式である数学式１は、下記の数学式３で、
【数４２】

に設定された場合である。そして、Ｇ　ＲＢ単位で開始点と長さを設定する方式である数
学式２は、数学式３で、
【数４３】

に設定された場合である。
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【数４４】

【００９１】
　このような関係を次のように再び示した。
【００９２】

【数４５】

【００９３】
　一方、ＮＲＢがＧの倍数である場合、既存の１ＲＢ単位のＳ、Ｌの組み合わせでＲＩＶ
を求める数式で求めたＲＩＶ値をＧで割り算した値が、Ｇ　ＲＢ単位のＳ、Ｌの組み合わ
せで求めるＲＩＶ値になる。したがって、ＮＲＢがＧの倍数である場合、ＲＩＶ値は次の
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ように表現することができる。
【００９４】
【数４６】

【００９５】
　システムのＲＢの総数をＮＰＲＢとするとき、ＲＢインデックス又はＲＢナンバー割り
当てに使用される仮想ＲＢの個数であるＮＶＲＢはＮＰＲＢより小さいか同じになる。本
発明で提案する数学式２による方式では、割り当てられるＲＢインデックスの値がＧの倍
数になるので、割り当てに使用されるＲＢの個数はＧの倍数になる。したがって、数式で
使用されるＮＲＢがＧの倍数でない場合は、ＮＲＢをＧで割り算して余った値と同一の個
数のＲＢは、ＲＢ割り当てに使用されなくなる。したがって
【数４７】

に設定するのが望ましい。
【数４８】

に設定すれば、上記で提示した
【数４９】

になることが分かる。
【００９６】
実際に利用可能なＲＢの個数をＮＶＲＢとすれば、稠密度の制限のために、ＮＶＲＢをＧ
で割り算して余った値と同一の個数のＲＢ、すなわち、
【数５０】

個の余剰ＲＢ（Ｒｅｍａｉｎｉｎｇ　ＲＢ）は割り当てられなくなる。
【００９７】
　このような余剰ＲＢを割り当てるために、
【数５１】
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れて割り当てられるとき、Ｌ値には虚数のＲＢの個数、すなわち、
【数５２】

が含まれる。したがって、このような余剰ＲＢが含まれて割り当てられる場合、実際に割
り当てられるＲＢの長さは

【数５３】

になる。
【００９８】
　＜実施例２＞
【００９９】
　本発明に係る一実施例として、Ｓ及びＬをＧ（Ｇは正の整数）の倍数に限定し、Ｌｌｉ

ｍｉｔを設定する場合の最適化方法を説明する。
【０１００】
　図１４は、実施例１で提案する方法において、ＮＲＢ＝４０、Ｇ＝２である場合に発生
可能なＳ、Ｌの組み合わせに対するＲＩＶを示した図である。このとき、Ｌｌｉｍｉｔ＝
１４に設定した場合のＲＩＶの最大値が１３３であることを確認することができる。
【０１０１】
　Ｌｌｉｍｉｔ＝１４に設定した場合、０≦ＲＩＶ≦１３３＜２８のために８ビットが必
要であるが、４≦Ｌ≦１２で灰色で表示された部分に含まれるＲＩＶ（＝３９、５８～５
９、７７～７９、９６～９９、１１５～１１９）は、ＲＩＶの最大値である１３３より小
さいにもかかわらず、ＲＩＶとして使用されない。すなわち、ＲＩＶを伝送するのに必要
なビット数が浪費されるおそれがある。このような浪費をなくすために、ＮＲＢ、Ｇ、Ｌ
ｌｉｍｉｔ値の制限条件下で、Ｓ、Ｌの組み合わせに対応するＲＩＶのうち最大値以下の
全ての数字が実際に使用されるようにＲＩＶを構成する必要がある。すなわち、「０」以
上で「最大のＲＩＶ」以下の全てのＲＩＶは、実際に発生可能なＳ、Ｌの組み合わせを示
さなければならない。
【０１０２】
　図１５は、実施例２において、ＮＲＢ＝４０、Ｇ＝２、Ｌｌｉｍｉｔ＝１４に設定した
場合に発生可能なＳ、Ｌの組み合わせに対するＲＩＶを示した図である。
【０１０３】
　０≦ＲＩＶ≦１１８＜２７であるので、Ｎｂｉｔ＿ｒｅｑｕｉｒｅｄ＿ｌｉｍ＝７ビッ
トが必要になる。このとき、Ｌ値の範囲が２≦Ｌ≦６である灰色で表示された部分のＲＩ
Ｖは、Ｌ値の範囲が１０≦Ｌ≦１４である発生可能なＳ、Ｌ組み合わせに使用されるので
、発生可能なＳ、Ｌ組み合わせを表示するためのビットが浪費されないことが分かる。し
たがって、図１４による方法と比べると、同一のＲＢ割り当て組み合わせをシグナリング
するとき、１ビットを減少させて伝送できるという長所がある。
【０１０４】
　数学式４は、図１５による方法で、ＮＲＢ、ＧとＬｌｉｍｉｔが与えられたときのＳと
Ｌ値の組み合わせでＲＩＶを求める数式である。このとき、必要なビット数も、与えられ
た数学式４の数式によって求めることができる。最大のＲＢの長さが制限される場合は

【数５４】

になり、最大のＲＢ許容量が与えられる場合は
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【数５５】

になる。
【０１０５】
【数５６】

【０１０６】
　実際に利用可能なＲＢをＮＶＲＢとすれば、稠密度の制限のために、ＮＶＲＢをＧで割
り算して余った値と同一の個数のＲＢ、すなわち、
【数５７】

個の余剰ＲＢは割り当てられなくなる。このような余剰ＲＢも割り当てるためには、
【数５８】

に設定することができる。ただし、このように設定した場合、このような余剰ＲＢが含ま
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【数５９】

が含まれる。したがって、このような余剰ＲＢが含まれて割り当てられる場合、実際に割
り当てられるＲＢの長さは

【数６０】

になる。
【０１０７】
　＜実施例３＞
【０１０８】
　本発明に係る一実施例として、ＳをＴ（Ｔは正の整数）の倍数に限定し、ＬをＧ（Ｇは
正の整数）の倍数に限定する場合の最適化方法を説明する。
【０１０９】
　実施例１では、割り当てられるＲＢの開始点の位置とＲＢの長さをいずれもＧの倍数に
限定（Ｇは正の整数）して使用した。しかし、この実施例では、開始点と長さをそれぞれ
独立的な正の整数の倍数に限定する方式を使用する。すなわち、ＳをＴの倍数に限定し、
ＬをＧの倍数に限定して使用する。
【０１１０】
　図１６は、実施例３において、ＮＲＢ＝２０、ＳをＴ（＝４）の倍数、ＬをＧ（＝２）
の倍数にした場合に発生可能なＳ、Ｌの組み合わせに対するＲＩＶを示す図である。
【０１１１】
　図１７は、実施例３において、ＮＲＢ＝２０、ＳをＴ（＝２）の倍数、ＬをＧ（＝４）
の倍数にした場合に発生可能なＳ、Ｌの組み合わせに対するＲＩＶを示す図である。
【０１１２】
　図１６及び図１７で、灰色で表示された部分は、ＮＲＢ＝２０で実際に発生不可能なＳ
、Ｌ組み合わせに該当する。
【０１１３】
　Ｔ＝２、Ｇ＝４である場合、０≦ＲＩＶ≦２６＜２５であるので、これを表示するため
にはＮｂｉｔ＿ｒｅｑｕｉｒｅｄ＝５ビットが必要になる。一方、ここで、Ｌｌｉｍｉｔ

＝８を設定した場合は０≦ＲＩＶ≦１５＜２４であるので、Ｎｂｉｔ＿ｒｅｑｕｉｒｅｄ

＿ｌｉｍ＝４ビットが必要になる。
【０１１４】
　Ｔ＝４、Ｇ＝２である場合、０≦ＲＩＶ≦２９＜２５であるので、これを表示するため
にはＮｂｉｔ＿ｒｅｑｕｉｒｅｄ＝５ビットが必要になる。一方、ここで、Ｌｌｉｍｉｔ

＝８を設定した場合は０≦ＲＩＶ≦１８＜２５であるので、Ｎｂｉｔ＿ｒｅｑｕｉｒｅｄ

＿ｌｉｍ＝５ビットが必要になる。
【０１１５】
　数学式５は、ＮＲＢ、Ｔ、Ｇが与えられたとき、ＳとＬ値の組み合わせによってＲＩＶ
を求める数式である。このときに必要なビット数は、Ｌｌｉｍｉｔの設定にしたがって求
める方法が異なり得る。ただし、ここで、Ｔ、Ｇは、ｍｉｎ（Ｔ，Ｇ）の整数倍である。
最大のＲＢの長さが制限された場合は

【数６１】

になり、最大のＲＢ許容量が与えられる場合は
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【数６２】

になる。
【数６３】

【０１１６】
　実際に利用可能なＲＢをＮＶＲＢとすれば、稠密度の制限のために、インデックス値が
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大きい一部のＲＢは割り当てられなくなる。このように割り当てられずに残る余剰ＲＢを
割り当てるためには、
【数６４】

に設定することができる。ただし、このように設定した場合、このような余剰ＲＢが含ま
れて割り当てられれば、Ｌ値には、虚数のＲＢの個数、すなわち、

【数６５】

が含まれる。したがって、このような余剰ＲＢが含まれて割り当てられる場合、実際に割
り当てられるＲＢの長さは
【０１１７】
【数６６】

になる。
【０１１８】
　＜実施例４＞
【０１１９】
　本発明に係る一実施例として、ＳがＰから始めてＧの倍数に増加し、ＬがＫから始めて
Ｇの倍数に増加する場合の最適化方法を説明する。
【０１２０】
　実施例１では、割り当てられるＲＢの開始点の位置ＳとＲＢの長さＬをＧの倍数に限定
（Ｇは正の整数）した。すなわち、ＲＢの開始点Ｓは、０から始めてＧずつ増加する値を
有し、ＲＢの長さＬは、１から始めてＧずつ増加する値を有すると見ることができる。
【０１２１】
　実施例４は、ＲＢの開始点Ｓの値がオフセットＰから始めてＧずつ増加し、ＲＢの長さ
Ｌの値はオフセットＫから始めてＧずつ増加する値を有する場合のＲＩＶを構成する方法
に関するものである。すなわち、実施例４は、Ｓ∈ＳＩ｛Ｐ，Ｐ＋Ｇ，Ｐ＋２Ｇ，Ｐ＋３
Ｇ，…｝、Ｌ∈｛Ｋ，Ｋ＋Ｇ，Ｋ＋２Ｇ，Ｋ＋３Ｇ，…｝である場合にＲＩＶを構成する
方法に関するものである。
【０１２２】
　図１８は、実施例４において、ＮＲＢ＝２０、Ｇ＝２、Ｐ＝１、Ｋ＝４である場合に発
生可能なＳ、Ｌの組み合わせに対するＲＩＶを示す図である。灰色で表示された部分は、
ＮＲＢ＝２０である場合に実際に発生不可能なＳ、Ｌ組み合わせに該当する。０≦ＲＩＶ
≦３５＜２６であるので、これを表示するためにはＮｃｏｍｐａｃｔ＿ｂｉｔ＝６ビット
が必要になる。
【０１２３】
　Ｌｌｉｍｉｔを設定することによって使用可能なＬ値を限定する場合、必要なビット数
が減少する。図１８を参照すれば、Ｌｌｉｍｉｔ＝８に設定した場合、ＲＩＶの最大値が
２１であることを確認することができる。この場合、Ｌ値の範囲が１０≦Ｌ≦１８である
組み合わせは使用しなくなるので、ＲＩＶの範囲は０≦ＲＩＶ≦２１＜２５で、Ｎｂｉｔ

＿ｒｅｑｕｉｒｅｄ＿ｌｉｍ＝５（ｂｉｔｓ）になる。
【０１２４】
　数学式６は、ＮＲＢとＧ、Ｐ、Ｋが与えられたとき、ＳとＬ値の組み合わせによってＲ
ＩＶを求める方法を示す。このときに必要なビット数は、Ｌｌｉｍｉｔの設定にしたがっ
て求める方法が異なり得る。ただし、ここで、Ｔ、Ｇは、ｍｉｎ（Ｔ，Ｇ）の整数倍であ
る。最大のＲＢの長さが限定される場合は
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【数６７】

になり、最大のＲＢの許容量が与えられる場合は
【数６８】

になる。
【０１２５】
【数６９】

【０１２６】
　一方、数学式６は、従来の数学式１を構成する各数学式のパラメータを置換して代入す
る構造であるので、従来の数学式の構造をそのまま活用することができる。すなわち、１
ＲＢ単位で開始点と長さを設定する方式である数学式１は、前記数学式３で、

【数７０】

である場合である。そして、ＲＢの開始点をＰから始めてＧ単位で増加させ、ＲＢの長さ
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【数７１】

である場合である。
【０１２７】
このような関係を下記のように示した。

【数７２】

【０１２８】
　実際に利用可能なＲＢの個数をＮＶＲＢとすれば、稠密度の制限のために、ＮＶＲＢを
Ｇで割り算して余った値と同一の個数のＲＢ、すなわち、

【数７３】

個の余剰ＲＢは割り当てられなくなる。
【０１２９】
　このような余剰ＲＢを割り当てるために、
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【数７４】

に設定することができる。ただし、このように設定した場合、このような余剰ＲＢが含ま
れて割り当てられれば、Ｌ値には虚数のＲＢの個数、すなわち、
【数７５】

が含まれる。したがって、このような余剰ＲＢが含まれて割り当てられる場合、実際に割
り当てられるＲＢの長さは
【数７６】

になる。
【０１３０】
　＜実施例５＞
【０１３１】
　本発明に係る一実施例として、ＳがＰから始めてＴの倍数に増加し、ＬがＫから始めて
Ｇの倍数に増加する場合の最適化方法を説明する。
【０１３２】
　実施例４では、割り当てられるＲＢの開始点の位置とＲＢの長さをＧの倍数に限定（Ｇ
は正の整数）して使用し、それぞれの開始点の位置はＰ、Ｋから始めるように制限した。
【０１３３】
　実施例５は、ＲＢの開始点Ｓの値がオフセットＰから始めてＴずつ増加し、ＲＢの長さ
Ｌの値がオフセットＫから始めてＧずつ増加する値を有する場合にＲＩＶを構成する方法
に関するものである。
【０１３４】
　すなわち、Ｓ∈｛Ｐ，Ｐ＋Ｔ，Ｐ＋２Ｔ，Ｐ＋３Ｔ，…｝、Ｌ∈｛Ｋ，Ｋ＋Ｇ，Ｋ＋２
Ｇ，Ｋ＋３Ｇ，…｝の場合にＲＩＶを構成する方法である。
【０１３５】
　図１９は、実施例５において、ＮＲＢ＝３０、Ｔ＝４、Ｇ＝２、Ｐ＝１、Ｋ＝４である
場合に発生可能なＳ、Ｌの組み合わせに対するＲＩＶを示す図である。灰色で表示された
部分は、ＮＲＢ＝３０である場合に実際に発生不可能なＳ、Ｌ組み合わせに該当する。Ｒ
ＩＶは、０≦ＲＩＶ≦４８＜２６を満足する値を有するので、ＲＩＶを表示するためには
６ビットが必要になる。
【０１３６】
　Ｌｌｉｍｉｔを設定することによって使用可能なＬ値を限定する場合、必要なビット数
が減少する。図１９を参照すれば、Ｌｌｉｍｉｔ＝１０に設定した場合、ＲＩＶの最大値
が２５であることを確認することができる。この場合、１２≦Ｌ≦２８の組み合わせは使
用しなくなるので、ＲＩＶの範囲は０≦ＲＩＶ≦２５＜２５で、Ｎｂｉｔ＿ｒｅｑｕｉｒ

ｅｄ＿ｌｉｍ＝５ビットになる。
【０１３７】
　数学式７は、ＮＲＢ、Ｔ、Ｇ、Ｐ、Ｋが与えられたとき、ＳとＬ値の組み合わせによっ
てＲＩＶを求める方法を示す。このときに必要なビット数は、Ｌｌｉｍｉｔの設定にした
がって求める方法が異なり得る。数学式７を参照すれば、Ｌｍａｘ＿ｒｅｑｕｉｒｅｄは
、実際に利用可能なＲＢの個数を示す。このとき、稠密度の制限のために、余剰ＲＢが存
在する場合は、実際に利用可能なＲＢの個数から余剰ＲＢの個数を引き算した値をＬｍａ

ｘ＿ａｌｌｏｗｅｄで表記することができる。このとき、実際に利用可能なＲＢが全て割
り当てられるように構成するときは、
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【数７７】

になり、実際に利用可能なＲＢのうち余剰ＲＢは割り当てられないように構成するときは
【０１３８】
【数７８】

になる。
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【数７９】

【０１３９】
　このとき、前記ＲＢが、連続的に割り当てられる資源ブロック（Ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ
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ｌｙ　Ａｌｌｏｃａｔｅｄ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ；ＣＲＢ）であるので、前記
【数８０】

は、それぞれ
【数８１】

で表記することもできる。
【０１４０】
　実際に利用可能なＲＢをＮＶＲＢとすれば、稠密度の制限のために、インデックス値が
大きい一部のＲＢは割り当てられなくなる。このような余剰ＲＢを割り当てるために、
【数８２】

に設定することができる。ただし、このように設定した場合、このような余剰ＲＢが含ま
れて割り当てられれば、Ｌ値には虚数のＲＢの個数、すなわち、
【数８３】

が含まれる。したがって、このような余剰ＲＢが含まれて割り当てられる場合、実際に割
り当てられるＲＢの長さは
【数８４】

になる。
【０１４１】
　以上説明した各実施例は、本発明の各構成要素と特徴が所定形態で結合されたものであ
る。各構成要素又は特徴は、別途の明示的な言及がない限り、選択的なものとして考慮し
なければならない。各構成要素又は特徴は、他の構成要素や特徴と結合されない形態で実
施され得る。また、一部の構成要素及び／又は特徴を結合し、本発明の実施例を構成する
ことも可能である。本発明の各実施例で説明する各動作の順序は変更可能である。特定の
実施例の一部の構成や特徴は、他の実施例に含まれたり、又は、他の実施例の対応する構
成又は特徴に取り替えられる。特許請求の範囲で明示的な引用関係のない各請求項を結合
して実施例を構成したり、出願後の補正によって新しい請求項を含ませることができるこ
とは自明である。
【０１４２】
　本発明に係る実施例は、多様な手段、例えば、ハードウェア、ファームウェア、ソフト
ウェア又はそれらの結合などによって具現される。ハードウェアによる具現の場合、本発
明の一実施例は、一つ又はそれ以上のＡＳＩＣｓ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉ
ｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔｓ）、ＤＳＰｓ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉ
ｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒｓ）、ＤＳＰＤｓ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒ
ｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｄｅｖｉｃｅｓ）、ＰＬＤｓ（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｌｏｇｉ
ｃ　Ｄｅｖｉｃｅｓ）、ＦＰＧＡｓ（Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ
　Ａｒｒａｙｓ）、プロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセ
ッサなどによって具現される。
【０１４３】
　ファームウェアやソフトウェアによる具現の場合、本発明の一実施例は、以上説明した
機能又は各動作を行うモジュール、手順、関数などの形態で具現される。ソフトウェアコ
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ードは、メモリユニットに格納され、プロセッサによって駆動される。前記メモリユニッ
トは、前記プロセッサの内部又は外部に位置し、既に公知となった多様な手段によって上
述したプロセッサとデータを取り交わすことができる。
【０１４４】
　本発明がその精神及び必須的な特徴を逸脱しない範囲で他の特定の形態で具体化され得
ることは、当業者にとって自明である。したがって、上述した詳細な説明は、全ての面で
制限的に解釈してはならず、例示的なものとして考慮しなければならない。本発明の範囲
は、添付の特許請求の範囲の合理的な解釈によって決定されなければならなく、本発明の
等価的範囲内での全ての変更は本発明の範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１４５】
　本発明は、広帯域無線移動通信システムで使用される送信機及び受信機で使用可能であ
る。

　　
　　
　　
　　

【図５】 【図１２】
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